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ソクラテスの無知，科学者の未知と無知な大衆
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「そんなことも知らないのか」と
いわれれば，そういう無知

は単なる不勉強であり，恥ずかし
いことなのかもしれない．だが研
究を進めるうえでは，無知である
ことに意識的ならば，ポジティブ
なことであるという．無知は，そ
れを「特定する」ことには意味があ
り，「特定された無知」を正当化す
ることで，その無知は未知という
研究資源になりうる．科学者は無
知を未知と定義しなおすことで研
究費が獲得できる．

知るということ

無知に意識的であれという考え
方は，「無知の知」を論じた哲学の
祖であるソクラテスにも近い．自
分が知らないことを自覚すること
が，知を愛する者にとって基本的
な態度であるとソクラテスはいっ
ていた．自分は，何も知らない（無
知）ということを知っている．こ
の知（無知）は無上の知である．知
らないことは恥ずかしいことでは
なく，知らないのに知っていると
思い込むことのほうがはるかに恥
ずかしい．これがソクラテスの洞

察である．知っていることを誇る
なかれ，むしろ知らないことを正
直に告白して未知のことをもっと
知ろう．それこそが，知を愛する
者のとるべき態度である．そのよ
うに謙虚であれというわけだ．「わ
れわれは何も知らない（無知であ
る）」といいたてるのは，実にラジ
カルである．彼は自らの「無知」を
宣言して歴史に知者としての名を
刻んだ．知をめぐる形容矛盾もは
なはだしいといえなくもない．
だが，ソクラテス自身はそこま
ではいっていないし，後世の解釈
でソクラテスの「非知」と，より高
次の「無知」を混同しているとギリ
シャ哲学の納富信留は指摘してい
る．詳しくは別に触れたいのだが，
哲学者は洋の東西を問わず，無知
について，よく似たようなことを
論じている．たとえば孔子は，『論
語』のなかで，「之を知るを之を知
ると為し，知らざるを知らざると
為す．是れ知るなり（知之為知之，
不知為不知．是知也）」とのたまっ
ている．知っていることを知って
いるとし，知らないことを知らな
いとするのが，知るということだ，

（だからそこのところを知ること
が大事だよ），というわけだ．い
つものように，孔子先生は，弟子
からの質問に対して，物事を知る
ための姿勢を誨

おし

えさとしている．

つくられた無知

ここでポイントとなるのは，無
知には「非知」や「未知」なども含ま
れるということだ．納富によると，
「知らないことを知っていると
いっている」ソフィスト（当時，哲
学者を自称していた詭弁家たち）
こそが「無知」なのだというのがソ
クラテスの真意だという．またお
気づきかもしれないのは，孔子の
言葉では「不知」である．このよう
に，無知については，未知や不知，
そして非知などがでてくる．さら
にある知を意図的に隠すために，
もしくは（ソフィストのように）
自らの立場の優位性を示すため
に，論敵を無理やり「無知」に押し
込めるケースもある．こう考える
と，正当な知を「誤認」することや
否定することによって混乱を招く
こと，つまりソフィストのやり方
は「無知」を助長する行為となるし，
「無知」をつくりだす高等な技

テクニック

法で
あるともいえる．いわば隠蔽工作
や，偽のアリバイづくりだ．意図
的な「無視」や「撹乱」によって，そ
もそもの知や事実（真実）が見えな
くなっていることも多い．いわば
「無視によってつくられた無知」や，
「撹乱による混乱で無知の状態に
なっていること」もある．さらに，
ある知を混乱させることによって，
「判断停止の状態に陥れること」も，
「無知の生産」につながると考えて
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もいいだろう．
たとえば，沖縄の基地のまわり
で PFASの濃度が非常に高いこ
とは無視されてきた．そのことで，
われわれは PFASについて，無
知の状態に置かれていた．また水
俣の経験では，有機水銀の汚染で
はない別の化学物質を原因とする
説が唱えられ，その確証を得るま
でに長い年月がかかった．別の原
因説を唱えた化学者たちは日本
チッソから多くの研究費を得てい
た．つまり彼らはある意味での情
報撹乱の共犯者である疑いさえぬ
ぐえない（ちなみに宇井 純は，こ
のような情報撹乱行為を，「中和」
と呼んでいる．とても化学者的な
命名だ）．

「無知学」のもつ意味

「無知学」の提唱者であるロバー
ト・プロクターによると，無知の
要因はさまざまであり，大まかに
以下の三つに分類できるという
〔プロクター，第 2回（2024年 5

月号）であげた鶴田想人の翻訳を
参照〕．
①  欠如として認知される，生ま
れたままの状態での無知（教育
的に満たされるべきもの），も
しくは「資源としての無知」．

②  失われた，もしくは選択の結
果の無知．土着的・伝統的な
知識や，探究の優先順位がつ
けられないままの無知．

③  戦略的に，一定の情報操作や
フェイク情報によってつくら
れる無知，もしくは能動的な
構築としての無知．
なるほどこういわれれば，科学

者や教育者たちは①を追求するこ
とが仕事になるのだろう．科学者
は「資源としての無知」を有効活用
して，欠如として認識したり特定
した無知をせっせと埋める研究を
進めると同時に，それを広める教
育的な役割もある．教育者は欠如
としての無知を埋めることを仕事
にしているので，物事を知る前の
「無知（未知で白紙状態）」の学生や
生徒は，知をもつ科学者にとって
の「資源」であるという見方もでき
る．②を追求することは，民俗学
者や歴史家の仕事だろう．これに
ついては一定の価値判断が伴って
いるので，また別に論じたい．
このなかでプロクターがとくに
強調していたのが，③のいわば
「つくられた無知」と呼ばれるもの
だ．強権的な国家や利益を優先す
る企業によって都合の悪い情報が
隠され，正しい情報について「無
知」な状態がつくりだされている
ことは想像に難くない．
これは科学者には関係がないだ

ろうか？ 思いだしてもらいたい
のは，環境問題や食品安全など，
社会的に大きな衝突をもたらす課
題についてだ．多くの利害関係が
絡む場合，科学の情報は操作され
てきた．プロクターはタバコの健
康上の害を例にあげて，企業側の
科学者や宣伝マンは多くのフェイ
ク情報やエセ科学の成果を垂れ流
すことによって，一般大衆を「無
知」の状態に置いてきた．もしく
は広告代理店やメディアなどを通
じて「無知な大衆」をつくりだして
きたとも主張している．いわば
「意図的な撹乱による無知の生産」
である．
ここで問題となるのは，「無知」
とは何か，どのような状態で，ど
ういう性質をもつのかについての
さらに詳細な分類や分析である．
無視や撹乱も，意図的である場合
や，無意識に行われている場合も
あるというのが，「無知学」にとっ
ての重要な課題の一つになってい
る．
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